
SOAS, University of London 都市 国

ロンドン大学アジア・アフリカ研究学院
神戸大学における対象学部・研究科
全学部・研究科
募集分野

1 Arts & Humanities Faculty
2 Languages & Cultures Faculty
3 Law & Social Science Faculty
4 ELAS (English Language and Academic Studies)

申請資格
語学要件
1 Direct Entry IELTS Overall 7.0, L6.5, R7.0, S7.0, W7.0

→条件なし。事前英語研修なしで正規科目から開始。
2 IN-SESSIONAL IELTS Overall 6.5,  L6.0, R6.5, S6.5, W6.5

→学期中に英語サポートコース"In-sessional course"（無料）を受講することが条件
3 4 WEEK PRE-SESSIONA IELTS Overall 6.5, L5.5,  R5.5, S6.0, W6.0
4 8 WEEK PRE-SESSIONA IELTS Overall 6.0, L5.0, R5.5, S5.5, W6.0

5 ELAS (English Language and Academic StudieIELTS 5.5 (At least 4.5 in writing)

※ビザ取得のため、UKVIが承認する試験会場での"IELTS for UKVI Academic"を受験してください
https://www.britishcouncil.jp/exam/ielts-uk-visa-immigration/dates-locations

※英語要件の最新情報はSOASのwebsiteで確認してください。予告なく変更されます。
https://www.soas.ac.uk/studyabroad/requirements/#EnglishLanguagerequirements

成績・その他要件
なし

Academic Calendar
First Term 9月下旬～12月中旬
Second Term1月上旬～3月下旬
Third Term 4月下旬～6月中旬（補講＆試験期間）

※学期開始前にオリエンテーションがあります。
大学について

London
United

Kingdom

上記1～3の3分野での正規コース以外に、SOAS附属の語学学校(IFCELS)に所属し英語コースを
受講できます（受講生は日本人及び韓国人留学生）。1学期目にEnglish for Academic Purposesを
受講し成績が良好な場合、2, 3学期目は正規科目とELASコースのコンビネーション、または1学期
終了時の成績が特に優秀な場合に限り、2学期目に正規科目のみを受講するが可能です。

上記1～4のコース希望者で定員を満たさない際に選考される場合があります。
IELTS 5.5は学内要件です。（SOASが求める要件とは異なります。）

SOAS, University of London is the only Higher Education institution in Europe specialising in the
study of Asia, Africa and the Near and Middle East.

SOAS is a remarkable institution. Uniquely combining language scholarship, disciplinary expertise
and regional focus, it has the largest concentration in Europe of academic staff concerned with
Africa, Asia and the Middle East.

On the one hand, this means that SOAS scholars grapple with pressing issues - democracy,
development, human rights, identity, legal systems, poverty, religion, social change - confronting
two-thirds of humankind  while at the same time remaining guardians of specialised knowledge in
languages and periods and regions not available anywhere else in the UK.

→上記1, 2のスコアを満たさない場合は、授業開始前に4週間又は8週間の事前英語研修を
受けることが条件となります（有料）。
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履修科目について

Pre-sessional Courses　（事前英語研修 ４週間 or ８週間：有料）

In-sessional Courses　（学期中英語サポート 各学期中：無料）

単位互換について

住まいについて

出願時に、履修希望科目４～５つを申請します。
SOASの科目はおおむね通年で、1科目1unitが基本です。通常、1年に4 unit履修します。授業は1学期
（9月～12月）、2学期（1月～3月）、3学期の初め（4月）に2週間あり、その後期末試験（5月～6月初旬）
があります。1学期間だけの0.5 unitのコースもありますが、それらのコースの試験も5月～6月に行われ
ます。

交換留学生は、担当教員の承認があれば、SOASのいずれの学部の科目も履修可能です。一つの学部
に所属する形ではありません。

科目一覧については、下記サイトよりアクセス可能です(Course Listings)。

履修予定科目が神戸大学で単位互換可能かどうか、予め指導教員に相談することを推奨します。単位
互換は帰国後申請し、各学部・研究科の教授会により承認されます。

全ての申込者に保証されていませんが、大学寮（Halls of residence）があります。
https://www.soas.ac.uk/students/accommodation/

Course Dates and Fees 2016:

8-Week Pre-sessional Course A: Friday 01 July - Friday 26 August
8-week Pre-sessional Course B: Friday 29 July - Friday 23 September
Tuition Fee: £3,350
Accommodation Fee: £2,100

4-week Pre-sessional Course A: Friday 29 July - Friday 26 August
4-week Pre-sessional Course B: Friday 26 August - Friday 23 September
Tuition Fee: £1,800
Accommodation Fee: £1,100

The 8 week courses consist of 144 hours of tuition and the 4 week courses consist of 72 hours of
tuition. The content of course A and course B for both the 4-week and 8-week courses is the
same. Students will need to pay their fees online as soon as they have accepted the offer of a
place on a pre-sessional course.

In-sessional Academic English Support 2015-16:
To help non-native English-speaking students achieve their full academic potential, we provide in-
sessional academic English and study skills courses and one-to-one tutorials throughout the
academic year. These are non-credit bearing and free of charge.

This makes SOAS synonymous with intellectual enquiry and achievement. It is a global academic
base and a crucial resource for London. We live in a world of shrinking borders and of economic
and technological simultaneity. Yet it is also a world in which difference and regionalism present
themselves acutely. It is a world that SOAS is distinctively positioned to analyse, understand and
explain.

Our academic focus on the languages, cultures and societies of Africa, Asia and the Middle East
makes us an indispensable interpreter in a complex world.

詳しくはこちらをご覧ください。https://www.soas.ac.uk/about/
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ビザについて

UK Border Agencyhttp://www.ukba.homeoffice.gov.uk/
VFS Global： http://www.vfs-uk-jp.com/japanese/vfsglobalintroduction.html

保険について

Useful Links
SOASホーム

http://www.soas.ac.uk/index.html
Academic Calendar（学年暦）

https://www.soas.ac.uk/registry/termdates/
SOAS交換留学プログラム

https://www.soas.ac.uk/studyabroad/
SOAS各学部サイト

http://www.soas.ac.uk/academic/
Course finder（シラバス）

https://www.soas.ac.uk/studyabroad/courses/
Pre-sessional Courses

https://www.soas.ac.uk/ifcels/presessional/
In-sessional Courses

https://www.soas.ac.uk/ifcels/insessional/
ELAS programme

https://www.soas.ac.uk/ifcels/elas/
SOAS Prospectus (web版)

Undergraduate http://www.soas.ac.uk/admissions/ug/prospectus/
Postgraduate http://www.soas.ac.uk/admissions/pg/prospectus/

SOAS　住まい
https://www.soas.ac.uk/students/accommodation/

SOAS 寮
https://www.soas.ac.uk/students/accommodation/halls-of-residence/

奨学金について
派遣交換生に決定した学生が申請できる奨学金が数種類あります。
奨学金については、下記のサイトを参照してください。
http://www.kobe-u.ac.jp/international/study-abroad-programs/support/index.html

p
寮費：　5,686GBP/1学年間（38週間）

事前の英語集中コースを受ける場合は、別途寮の申込みをします

6ヶ月以上滞在する場合は、ビザ(Tier 4 General Students)を取得。
VFS Globalが東京と大阪で、ビザ申請センターを運営しています。ビザ申請者はこのいずれかのセン
ターへ出頭し申請します。
ビザに関する情報はVFS Globalへ確認し、申請取得は各自が責任を持って行います。ビザ申請は渡航
3ヶ月前から可能です。各自で責任を持って情報を収集し、渡航に間に合うようにビザを取得してくださ
い。

英国に6ケ月以上滞在する非ヨーロッパ国籍者は、滞在中に国民健康保険NHSの対象者となるため、健
康保険付加料の支払いが義務付けられています。健康保険付加料は年間150ポンド（学生）で、個々の
オンラインビザ申請を提出する際に支払います。これによって、永住者と同様に英国のナショナルヘルス
サービス（NHS)の無料診療を受けられるようになります。

但し、有事の際の医療救助や帰国に伴う移動費は上記健康保険では補償されませんので、追加で海外
旅行保険に加入すること。
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・「日本学生支援機機構(JASSO)海外留学支援制度（協定派遣）」

・「HUMAP留学生交流推進制度」

・「神戸大学基金による学生の海外派遣補助」
上記サイトに募集要項を掲載しますので、期日までに申請してください。

・「トビタテ!留学JAPAN日本代表プログラム」

http://www.kobe-u.ac.jp/international/study-abroad-programs/tobitate.html

出願について（学内選考後）
出願〆切 3月31日（木）までに下記の申請書類を国際交流課へ提出。（6月30日出願〆切）

出願書類 1 願書 https://www.soas.ac.uk/studyabroad/apply/file100375.pdf

2 推薦書／Academic Reference
※英語；教員の連絡先情報含む；レターヘッドへ印刷；署名＆日付

3 成績証明書（英文）
4 英語能力を証明する書類（TOEFLまたはIELTSのスコアレポートのコピー）

1 学内選考に合格 2月中旬
2 派遣大学別オリエンテーション参加 3月中旬
3 出願 3月31日（木）まで
4 3月～4月

5 出願1ヶ月後程度

6 学生ビザの申請

7 神戸大学での留学に伴う諸手続き（「海外渡航届」、「留学願い」など）
所属学部の教務学生係へお問合せください

8 危機管理オリエンテーションに参加

9 航空券の予約
フライト確定次第、OSSMA Locatorに旅程を登録する。

10 “お金“について

11 海外旅行保険への加入

SOASから入学許可書が到着（受入正式決定）
SOASの指示に従い、Pre-sessionalの申込み(online)、寮の申込み(online)、
オリエンテーション申込(online)
※寮の申込みにはオファーレターに記載されたSerial Numberが必要です。

危機管理制度登録のための必要書類やオリエンテーションについては所
属学部へお問合せください。

留学期間や留学先などを考慮し、現地でのお金についてクレジットカードの
準備や銀行送金等について確認しておく

入学許可書到着後／渡
航3ヶ月前から申請可能

年5回開催のうちい
ずれかに参加（6, 7,

8, 12, 1or2月）

渡航の2ヶ月前頃

渡航前（フライト確定後）

＊寮を希望する場合は、早ければ早い方が部屋を確保できる可能性が高いため、なる
べく早く出願書類を揃え、国際交流課へ提出してください。ロンドンの住宅事情上、寮希
望者が多く、交換留学生の部屋も100%は保証されていません。SOASの寮の申込み
は3月1日から開始します。

イギリスへの学生ビザについて英国大使館のHP（VFS Global及びUK
Border Agency）で情報を収集し、学生ビザ申請必要書類を準備する。

上記サイトよりダウンロードし、Step1を完成させた後（page 1, 2）、Step2（page
3)に記載の書類を提出。保存した願書はemailで国際交流課へ提出

留学準備の流れ
時期

First Term開始

毎年2月頃に翌年度派遣の奨学金の割当が決定します。詳細は、2月以降、国際交流課または
所属学部で確認してください。割当てがない年度もあります。

毎年3月に翌年度派遣の奨学金の割当が決定します。詳細は、3月以降、国際交流課または所
属学部で確認してください。割当てがない年度もあります。

この奨学金は交換留学生向けの奨学金ではありませんが、”実践活動”を伴う交換留学の場合、
申請が可能となります。但し、派遣交換生に決定する前に準備・申請する必要があります。詳しく
はこちらのサイトをご覧ください。
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保険会社名等をOSSMA Locatorに入力してください。
12 渡航 2016/9/25
13 事前英語研修　8-week pre-sessional B 29 July-23 Sep

事前英語研修　4 week pre-sessional B
オリエンテーション"Welcome Week"参加 2016/9/26～9/30

14 授業開始 2016/10/3
渡航後
・ 国際交流課へ無事到着の旨、emailで連絡。OSSMA安否確認に応答。
・ 管轄する日本の大使館又は総領事館（在外公館）に「在留届」を提出する(web）

http://www.ezairyu.mofa.go.jp/
在留届を提出後、OSSMA Locator内の「在留届」の項目に「登録済」と入力

・ 住所（Off-campusで到着後に決定する場合）、連絡先、携帯番号等をOSSMA Locatorへ入力
・ 履修科目が決定次第、国際交流課へ連絡
・ 近況報告書の提出（渡航後２～３ヶ月以内）

所定の様式はこちらからダウンロード

・

・ 留学が終了し帰国する際は、フライトが確定次第OSSMA Locatorへ帰国日程入力
・ 帰国報告書の提出（帰国後1ヶ月以内）

26 August- 23 Sep

http://www.kobe-u.ac.jp/international/study-abroad-programs/exchange/index.html#download
その他、現地到着後に必要な手続きについては、現地のオリエンテーションや、現地国際オフィスの
職員に確認し各自で行う
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